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南国鹿児島 !?
　1 月 24 日から 25 日にかけて、長島町内全域に大雪が降り
積もりました。行人岳では約 30cm の積雪が確認でき、あたり
一面真っ白に染められていました。（関連記事＝Ｐ２，３）



町
内
全
域
が
銀
世
界

　

１
月
24
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、

日
本
上
空
に
非
常
に
強
い
寒
気
が

入
っ
た
影
響
で
、
冬
型
の
気
圧
配
置

が
強
ま
り
、
長
島
町
内
全
域
で
も
雪

が
降
り
積
も
り
ま
し
た
。

　

町
内
全
域
で
の
積
雪
が
確
認
さ
れ

た
の
は
、
平
成
23
年
1
月
以
来
5
年

ぶ
り
で
し
た
が
、
今
回
は
こ
れ
ま
で

に
な
い
大
雪
と
な
り
、
雪
化
粧
し
た

家
屋
や
田
畑
の
風
景
は
、
南
国
鹿
児

島
と
は
思
え
な
い
世
界
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

行
人
岳
付
近
で
は
約
30
セ
ン
チ
、

両
役
場
周
辺
で
も
10
セ
ン
チ
か
ら
15

セ
ン
チ
の
積
雪
が
確
認
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
大
雪
に
喜
び
な
が
ら
、
雪

だ
る
ま
や
か
ま
く
ら
な
ど
を
作
っ
て

雪
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
雪
の
影
響
で
、
県
道
平

尾
川
床
線
は
2
日
間
通
行
止
め
と
な

り
、
国
道
３
８
９
号
、
黒
之
瀬
戸
大

橋
、
県
道
長
島
宮
之
浦
港
線
、
県
道

葛
輪
瀬
戸
線
は
、
チ
ェ
ー
ン
規
制
が

入
る
な
ど
町
内
の
交
通
機
能
は
一
時

的
に
ま
ひ
し
た
状
態
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
厳
し
い
冷
え
込
み
に
よ

り
、
水
道
管
が
凍
結
・
破
裂
し
一
時
、

７
０
０
戸
が
断
水
と
な
る
な
ど
、
生

活
へ
の
影
響
も
大
き
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
農
作
物
に
お
い
て
は
、
春

バ
レ
イ
シ
ョ
の
芽
が
出
始
め
た
時
期

と
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
害
額
が

約
2
億
１
５
０
０
万
円
に
上
る
と
試

算
さ
れ
ま
し
た
。

↑針尾公園からの眺望

↑黒之瀬戸大橋 ↑だんだん市場周辺 ↑行人岳入口 ↑役場指江庁舎前 ↑かまくらを作って遊ぶ子どもたち

↑建友会による除雪作業（長島町役場前）↑降雪によるじゃがいもの被害

　

今
回
の
降
雪
は
、
交
通
・
生
活
・

農
業
と
多
方
面
に
渡
っ
て
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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平
成
28
年
長
島
町
成
人
式

　

１
月
４
日
、
長
島
町
の
新
年
を
彩

る
「
長
島
町
成
人
式
」
が
長
島
町
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
真
新
し
い

ス
ー
ツ
や
華
や
か
な
振
袖
に
身
を
包

ん
だ
新
成
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
、
平
成
７
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
１
１
８
人
。
こ
の
う

ち
98
人
が
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
川
添
町
長
か
ら
「
若
い

皆
さ
ん
が
夢
と
情
熱
を
持
ち
、
行
動

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
祝

福
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
、
新
成

人
を
代
表
し
て
東
條
優
華
さ
ん
（
野

中
）
が
「
こ
れ
ま
で
温
か
く
見
守
っ

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
胸
に
秘
め
て

て
も
ら
っ
た
親
や
先
生
、
地
域
の
か

た
が
た
に
感
謝
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
、

社
会
人
一
年
生
と
し
て
、
よ
り
よ
い

地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
恩
返
し
に

な
る
と
信
じ
、
未
来
へ
向
か
っ
て
行

動
し
て
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担

う
若
者
と
し
て
の
決
意
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
典
後
の
お
祝
い
の
行
事
で
は
、

あ
か
ね
太
鼓
の
演
奏
や
、
各
中
学
校

の
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
が
上
映
さ
れ

20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

↑長島・平尾中学校卒業生 ↑鷹巣・川床・獅子島中学校卒業生

↑誓いのことばを述べる東條優華さん

↑久々に再開した仲間と

↑スマートフォンでも記念撮影 ↑真剣なまなざしで話を聞く新成人

↑国歌斉唱のピアノ伴奏をする新成人 ↑鮮やかな着物をまとい記念撮影をする新成人

↑新成人から教育長へ記念品の贈呈

↑司会を務めた新成人

↑町民憲章の朗読 ↑町長から新成人へ記念品の授与
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平
成
28
年
長
島
町
消
防
出
初
式

第
14
回
長
島
す
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク

　

１
月
10
日
、
平
成
28
年
長
島
町
消

防
出
初
式
が
鷹
巣
運
動
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

長
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で

始
ま
っ
た
観
閲
行
進
で
は
、
諏
訪
義

則
長
島
町
消
防
団
長
の
後
に
、
今
年

度
か
ら
発
足
し
た
女
性
消
防
団
「
椿

妃
隊
」
が
整
列
し
、
出
初
式
に
華
を

添
え
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
風
の
杜
こ
ど
も
園
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
観
閲
、
蔵
之
元

小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
通

常
点
検
、
長
島
町
消
防
団
員
に
よ
る

通
常
点
検
、
機
械
器
具
点
検
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
功
労
者
表

彰
、
東
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
防
火

の
誓
い
を
述
べ
た
後
、
今
年
初
め
て

の
試
み
で
、消
防
団
員
を
中
心
に
「
消

防
団
３
６
５
歩
の
マ
ー
チ
」
の
踊
り

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
短
い
準
備
期

間
で
、
振
り
付
け
を
覚
え
て
き
た
団

員
た
ち
の
踊
り
に
会
場
か
ら
は
和
や

か
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

出
初
式
終
了
後
に
は
、
分
団
対
抗

の
放
水
競
技
が
行
わ
れ
、
各
分
団
の

代
表
者
は
合
図
と
と
も
に
勢
い
よ
く

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か
ら
飛
び
出
し
、

的
に
向
か
っ
て
放
水
し
ま
し
た
。
最

後
は
、
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
空
高

く
舞
い
上
が
っ
た
赤
や
黄
色
、
緑
な

ど
に
色
づ
け
ら
れ
た
水
の
放
物
線
が

観
覧
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
者
、
競
技
結
果
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

1
月
16
日
、
町
制
施
行
10
周
年

記
念
事
業
「
第
14
回
長
島
す
い
せ

ん
ウ
ォ
ー
ク
」
が
長
島
町
文
化

ホ
ー
ル
を
発
着
点
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
町
文
化
ホ
ー
ル
か

ら
長
崎
鼻
灯
台
ま
で
を
折
り
返
す

12
㌔
の
「
す
い
せ
ん
め
ぐ
り
コ
ー

ス
」
と
小
浜
崎
古
墳
群
を
周
回
す

る
6
㌔
の「
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」

の
２
コ
ー
ス
に
計
１
２
７
６
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
「
す
い
せ
ん
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」

の
折
り
返
し
地
点
と
な
る
長
崎
鼻

灯
台
公
園
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

女
性
消
防
団
「
椿
妃
隊
」
も
初
参
加

○
長
島
町
長
特
別
表
彰

　
［
永
年
勤
続
夫
人
］

　

阿
多　
　

睦　
　

赤
崎　

夏
美

　

白
石
奈
津
子　
　

梅
川　

由
美

　

山
下　

美
穂　
　

町
田　

睦
美

　

鳥
越　

紀
子　
　

藤
川　

美
里

　

竹
山
真
理
子　
　

酒
井
由
美
子

　

山
口
富
美
子

○
鹿
児
島
県
知
事
表
彰

　
［
永
年
勤
続
（
40
年
）］

　

諏
訪　

義
則

　
［
永
年
勤
続
（
10
年
）］

　

宮
脇　

徳
仁　
　

生
田　

俊
祐

　

宮
瀬　

慶
和　
　

山
角　

伸
二

　

南
條　
　

忠　
　

岩
下　
　

光

　

大
迫　

喜
紀　
　

坪
久
田　

誠

　

脇
田　

裕
樹　
　

江
口　

尚
紀

　

楠
元　

祐
樹　
　

大
平　

浩
樹

　

野
中　

和
博　
　

米
尾　
　

豊

　

竹
山　

隆
二　
　

坂
元　

大
輔

　

尾
﨑　

洋
光

○
鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

　
［
功
績
章
（
20
年
以
上
］

　

久
保　
　

修　
　

牧　
　

圭
三

　

濵
田　

洋
一

　
［
精
績
章
（
15
年
以
上
）］

　

町
口　

博
一

○
鹿
児
島
県
消
防
協
会
出
水
支
部
表
彰

　
［
永
年
勤
続
（
15
年
）］

　

阿
多　

和
徳　
　

赤
崎　

隆
幸

　

白
石
謙
志
郎　
　

梅
川　

俊
春

　

山
下　

幸
博　
　

町
田　

清
浩

　

鳥
越　

崇
司　
　

藤
川　

哲
也

　

竹
山
幸
一
郎　
　

酒
井　

良
則

　

山
口　

博
之　
　

濵
田　

俊
文

　
［
優
良
団
員
（
10
年
）］

　

中
村　

保
憲　
　

橋
元　

幸
平

　

小
田　

保
彦　
　

山
下　

隆
春

　

濱
﨑　

豊
和　
　

赤
瀬　

正
太

○
長
島
町
長
表
彰

　
［
永
年
勤
続
］

　

※
鹿
児
島
県
消
防
協
会
出
水
支
部

　
　

表
彰
（
優
良
団
員
）
に
同
じ

○
長
島
町
消
防
団
長
表
彰

　
［
優
良
団
員
（
7
年
）］

　

北
村　
　

武　
　

石
原　

博
文

　

杉
本　

弘
一　
　

小
城　

賢
吾

□
放
水
競
技
結
果

　

１
位　

浦
底
分
団

　

２
位　

中
央
分
団

　

３
位　

蔵
之
元
分
団

表
　
彰

↑諏訪団長に続いて入場する「椿妃隊」

↑風の杜こども園幼年消防クラブによる観閲

↑「消防団３６５歩のマーチ」を一緒に歌う園児たち

↑「消防団３６５歩のマーチ」を踊る団員

↑色鮮やかな一斉放水

が
準
備
し
た
ふ
か
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
ほ
お
ば
り
、
灯
台
が
望
む
東
シ

ナ
海
を
背
景
に
記
念
撮
影
な
ど
を

し
て
参
加
者
は
心
と
体
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た

「
古
墳
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」
の
中
継

ポ
イ
ン
ト
で
は
、
長
島
海
峡
や
天

草
諸
島
な
ど
の
雄
大
な
景
色
を
写

真
に
収
め
る
な
ど
、
両
コ
ー
ス
と

も
に
長
島
の
自
然
を
満
喫
で
き
た

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
少
し
肌
寒
い
な
が

ら
も
、晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
、

参
加
者
た
ち
は
心
地
よ
い
風
に
吹

か
れ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
お
り
、
鹿
児
島
市
か
ら
参

加
し
た
南
た
み
子
さ
ん
は
「
去
年

は
風
が
強
か
っ
た
け
ど
、
今
年
は

晴
天
に
恵
ま
れ
て
、
本
当
に
最
高

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
ふ
か
し
ジ
ャ
ガ

イ
モ
や
と
ん
汁
が
準
備
さ
れ
た
ほ

か
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
タ
イ
な
ど
の

長
島
の
特
産
品
が
全
員
に
当
た
る

抽
選
会
も
あ
り
、
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。

長
島
の
花
と
自
然
を
満
喫

↑晴天のもとでのスタート

↑沿道に咲くすいせんも参加者を応援
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 i n f o r m a t i o nNAGASHIMA TOWN Public Relations i n f o r m a t i o n

「長島大陸 ブリうま食堂」スタッフ募集
　長島町は、日本一の養殖産地を誇るブリをはじ
め、日本三大急潮で育った真蛸や鯛、海峡アジや赤
土じゃがいも、柑橘など、食材の宝庫。
　今回、これらの美味しい食材を、都市部に届ける
新規事業「長島大陸 ブリうま食堂（キッチンカー）」
を始めることとなりました。

　長島町や長島町の食材をたくさんの人に知っても
らいたい、食べてもらいたい、つくる過程や「つく
り手」の思い、地元ならではの食べ方を届けたい。
この思いに共感し、キッチンカーで長島町や長島町
の暮らしをアピールしてみたい人、新規事業を学び
たいと思っている人を募集します。都市部で一緒に
長島町をＰＲしませんか。

店長候補 募集条件
○雇用形態　正社員
○給 与　25 万円～、社会保険完備、住居完備、
　　　　　　昇給有
　　　　　　※研修中月給 20 万円（1 カ月間）
○勤 務 地　東京都内、イベント広場などに
　　　　　　キッチンカーで出向きます
○勤務時間　9 時～ 18 時（休憩有）、早出・遅出有
○休日・休暇　月 25 日出勤、有給休暇有
○待　　遇　交通費全額支給、賄い・食事補助有
　　　　　　制服貸与（エプロンなど）
○応募資格　普通自動車運転免許必須
　　　　　　調理師免許不要
○仕事内容　食材の発注、キッチンカーの運転、
　　　　　　仕込作業から調理全般、アルバイトの
　　　　　　採用、起用、指導、レジ打ち、オープ
　　　　　　ンからクローズまでの作業、定期的な
　　　　　　売上報告などの店長業務
○そ の 他　店長として新規事業を推進する思いや
　　　　　　リーダー的な意識を持つ人歓迎

副店長候補 募集条件
○雇用形態　正社員
○給 与　21 万円～、社会保険完備、昇給有
　　　　　　※研修中月給 19 万円（1 カ月間）
○勤 務 地　東京都内、イベント広場などに
　　　　　　キッチンカーで出向きます
○勤務時間　9 時～ 18 時（休憩有）、早出・遅出有
○休日・休暇　月 25 日出勤、有給休暇有
○待　　遇　交通費全額支給、賄い・食事補助有
　　　　　　制服貸与（エプロンなど）
○応募資格　普通自動車運転免許必須
　　　　　　調理師免許不要
○仕事内容　食材の発注、キッチンカーの運転、
　　　　　　仕込作業から調理全般、アルバイトの
　　　　　　採用、起用、指導、レジ打ち、オープ
　　　　　　ンからクローズまでの作業、定期的な
　　　　　　売上報告、シフト表の作成など、店長
　　　　　　業務全般に対するサポート

パート、アルバイト 募集条件
○雇用形態　パート、アルバイト
○給 与　時給 1,000 円～
　　　　　　※研修中は 950 円（1 カ月間）
○勤 務 地　東京都内、イベント広場など
○勤務時間　10 時 30 分～ 16 時の間、3 時間程度
　　　　　　早出・遅出有
○休日・休暇　土日祝日含む、週３～４日は入れる人
○待　　遇　交通費全額支給（1,500 円 / 日まで）
　　　　　　賄い・食事補助有、制服貸与
○応募資格　未経験者でも大歓迎、丁寧に教えます
○仕事内容　仕込み作業から調理全般の作業サポー
　　　　　　ト、キッチンカーでの接客、フードの
　　　　　　提供、キッチンカー装飾など、レジ打
　　　　　　ち、オープンからクローズまでの作業
　　　　　　サポート

こんな人に来てほしい・・・
　・長島町出身または、鹿児島県他市町村出身者
　・長島町が好きな人
　・自然や海が好きで、魚食文化の普及や地域活性
　　化などに興味がある人
　・やる気のある人、独立思考の強い人
　・調理や接客が好きな人、明るい人、調理経験者歓迎

○雇用者　株式会社ＪＦＡ

◎問い合わせ先
　株式会社マインドシェア
　東京都港区三田三丁目２番８号
　Ｎｅｔ２三田ビル６階
　 ☎ 　０３（５２３２）６８６６
　F a x　０３（５２３２）０５８６

長島町キャンペーンレディ募集

○募集人数　１人
○応募資格　町内居住の 20 歳以上で、心身ともに
　　　　　　健康な未婚女性
　　　　　　（おおむね 35 歳未満の人）
○任　　期　平成 28 年 4 月 1 日～
○勤務時間　平日の午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
　　　　　　（イベント開催時は土日出勤有）
○賃　　金　日額 6,000 円
○勤務内容　長島町の観光全般に関するＰＲ，
　　　　　　テレビやラジオ出演、イベント補助
　　　　　　（県内外出張有）
　　　　　　平常日は一般事務補助および観光に関
　　　　　　する電話対応など

○応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入のうえ、
　　　　　　全身写真１枚（裏面に身長を必ず記入）
　　　　　　を添えて役場水産商工課へ郵送または
　　　　　　持参してください。
○応募期限　平成 28 年 3 月 15 日（火）

◎問い合わせ先
　　　　　　役場水産商工課観光係
　　　　　　☎（８６）１１３７

第９回関西ながしま会交流会
○開催日時
　３月 27日（日）　
　午前 11時 30分～午後３時
　（受付　午前 10時 45分～）
○開催場所
　太閤園（別館ガーデンホール）
　大阪市都島区網島町９‐10
　☎０６（６３５３）１１１０
○会費
　男性＝ 9,000 円 / 女性＝ 8,000 円
○交通機関
　ＪＲ東西線　「大阪城北詰駅」下車
　３号出入口から徒歩約３分

　関西ながしま会では、第９回関西ながしま会交流
会を開催します。
　当日は長島町から来賓を迎え、故郷の近況などを
聞いて、『さつま島美人』を囲んで参加者の皆さん
の絆を深めていきます。
　会では水元幸さん（獅子島出身）のステージと会
員の皆さんの演芸、ブリ・焼酎をはじめ長島の特産
品などが当たる大抽選会を企画しております。
　関西在住で、長島町ゆかりの皆さんが集う、年に
１回の楽しい「ふるさとデー」です。
　皆さんのご参加お待ちしております。

↑第８回交流会の様子

◎問い合わせ先
　関西ながしま会事務局
　赤瀬　隆治
　☎０７４３（５４）５６９６

　町では、長島町の観光情報や各種イベントをＰＲ
するキャンペーンレディを次のとおり募集します。
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１
月

４
日

６
日

７
日

10
日

13
日

14
日

15
日

18
日
～
19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

26
日

27
日
～
29
日

30
日

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

仕
事
始
め
式　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

長
島
町
成
人
式　
　
　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

県
庁
ほ
か
年
始
挨
拶
回
り　
　
（
鹿
児
島
市
）

集
落
初
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
公
民
館
）

長
島
町
消
防
出
初
式　
　
（
鷹
巣
運
動
広
場
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

阿
久
根
青
年
会
議
所
新
春
賀
詞
懇
談
会

（
阿
久
根
市
）

百
歳
お
祝
い
訪
問　
　
　
　
　
　
　
（
平
尾
）

役
場
避
難
訓
練　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

指
江
川
内
線
安
全
祈
願
祭　
（
川
内
公
民
館
）

中
央
陳
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

水
産
業
振
興
推
進
協
議
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

小
学
校
の
統
合
再
編
説
明
会　
（
田
尻
地
区
）

長
島
町
町
民
歌
制
定
委
員
会（

町
文
化
ホ
ー
ル
）

小
学
校
の
統
合
再
編
説
明
会　
（
汐
見
地
区
）

小
学
校
の
統
合
再
編
説
明
会　
（
伊
唐
地
区
）

北
薩
摩
観
光
物
産
展　
　
（
鹿
児
島
中
央
駅
）

北
薩
空
港
幹
線
道
路
期
成
会
要
望（
東
京
都
）

Ｂ
＆
Ｇ
全
国
サ
ミ
ッ
ト　
　
　
　
（
東
京
都
）

町
村
会
町
村
長
研
修
会（

三
重
県
伊
勢
市
ほ
か
）

長
島
の
子
表
彰
式　
　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

天
草
へ
船
足
速
く
年
詰
る　
　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

児こ
童
に
か
へ
る
同
窓
会
の
年
忘
れ　
　
　
　

筑
前　

初
市

今
日
の
日
が
一
番
若
く
晦
日
蕎
麦　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

ど
の
子
に
も
佳
き
事
願
ひ
晦
日
蕎
麦　
　
　

山
嵜
加
代
子

ハ
ト
時
計
ホ
ー
ホ
ー
鳴
き
て
年
を
越
す　
　

坂
口　

静
子

葉
牡
丹
の
襞ひ

だ

の
数
ほ
ど
年
重
ね　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

一
人
来
て
家
族
の
揃
ふ
鴨
の
鍋　
　
　
　
　

山
田　

哲
夫

猪
撃
ち
が
ス
マ
ホ
片
手
に
メ
ー
ル
か
な　
　

大
堂　

光
幸

蜜
林
檎
遠
く
岩
手
の
風
を
聞
く　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

忘
年
会
お
釈
迦
様
で
も
踊
り
出
す　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

黒
毛
牛
す
き
焼
き
に
し
て
年
忘
れ　
　
　
　

大
堂　

正
弘

忙
中
の
閑
の
静し

じ
ま寂

や
年
惜
し
む　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

［
短
歌
］

島
美
人
赤
土
イ
モ
を
関
東
で
見
る
と
誇
ら
し
長
島
育
ち

小
林
　
　
貢

年
明
け
に
我
が
家
に
訪と

い
し
野
猫
あ
り
見
上
ぐ
る
顔
に
亡は

母は

の
面
ざ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
繁

早
春
の
光
広
げ
て
白
梅
の
赤
き
芽
も
今
は
生
け
花
に
そ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
仮
屋
辰
子

ふ
り
向
け
ば
祖
父
の
ふ
る
手
の
ひ
ら
ひ
ら
と
窓
よ
り
見
へ

し
病
舎
の
坂
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
木
　
良
平

辛
い
事
誰
で
も
有
る
よ
我
慢
す
る
頑が

ん
ば
る張

な
ら
ば
良
い
事
有

る
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
　
末
則

［
俳
句
］

豆
を
打
つ
声
の
ひ
び
き
て
闇
深
む
　
　
　
　
桐
野
　
眞
実

　ペコロスの母みつえさんと孫
のまーくん。それぞれの愛をこ
の本で感じてください。

男
前
ゴ
リ
ラ
愛
好
会　

編

　ゴリラの魅力を写真と名言で
紹介しています。爆笑しつつも
ゴリラのイケメンっぷりに夢中
になります。

「
イ
ケ
メ
ン
ゴ
リ
ラ
」

岡
野　

雄
一　

著

「
み
つ
え
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ボ
ク
」

行
く
あ
て
の
何い

ず
こ処
に
あ
る
や
蟻
の
如
つ
づ
く
難
民
に
老
も

子
も
ゐ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

夕
暮
れ
の
寒
き
厨
に
ふ
っ
く
ら
と
炊
け
し
金
柑
の
香
り
広

が
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

十
九
歳
に
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
果
て
し
孫
二
十
年
経
し

笑
み
ゐ
る
遺
影　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

昏
れ
か
か
る
夕
陽
は
雲
に
遮

さ
え
ぎ

ら
れ
登
り
行
く
と
き
車
窓
は

暮
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

小
学
校
の
帰
り
に
寄
り
て
飲
み
お
り
し
お
寺
の
井
戸
の
夢

に
出
で
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

農
に
生
き
土
に
塗ま

み

れ
し
義
兄
の
一
生
娘
は
遺
骨
抱
き
畑
を

廻め
ぐ

り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

干
潟
に
し
貝
漁い

さ

り
ゐ
て
海
遠
く
甑
島
の
空
に
冬
雲
集
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

車
窓
よ
り
見
ゆ
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
レ
ア
の
紫
の
色
際
立
ち
て
冬

の
日
に
映
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

百
年
余
未
だ
生
き
継
ぐ
文
旦
の
木
生
家
の
庭
に
実
の
重
重
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

杖
つ
き
て
降
立
ち
し
庭
に
初
日
浴
び
今
年
こ
そ
は
と
一
歩

踏
み
出
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

植
え
て
は
い
け
な
い
け・

・し
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

園
芸
用
の
け
し
の
仲
間
の
ポ
ピ
ー

な
ど
は
、
３
月
下
旬
か
ら
５
月
に
か

け
て
、
色
鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲

か
せ
る
も
の
が
多
く
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
や
切
り
花
用
の
植
物
と
し
て
人
気

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
け
し
の
仲
間
に
は
、
法

律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
不

正
け
し
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

外
観
の
特
徴
か
ら
園
芸
用
の
け
し
と

区
別
で
き
ま
す
。
以
前
か
ら
、
出
水

保
健
所
管
内
で
自
生
し
て
い
る
不
正

け
し
（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）
が
多
数

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

特徴（セティゲルム種）
①花びらは４枚で薄紫色（写真①）
　（先端は白に近い色）
②開花期の草丈は 50 ～ 100 ㌢
③葉・茎・つぼみなどは緑色で、
　土壌が良いとよく枝分かれします。
④つぼみの周辺に毛がある
⑤葉は、葉の付け根で茎を巻き込むよ
　うにつく（写真②）
⑥つぼみは、開花時に上を向き、散っ
　ても上を向いたまま

出水保健所管内不正けし除去本数
（平成 27 年度 11 月末時点）

15,000

12,000

9,000

6,000

3,000

3,641

27

12,656

25

10,589

24

4,170

23

3,520

26
年　度

抜
去
本
数
（
本
）

平成 26 年度における出水地区での抜去割合
（県内抜去本数＝ 5,650 本）

↑写真①外観

　

平
成
26
年
度
に
は
出
水
保
健
所
管

内
の
抜
去
本
数
は
３
５
２
０
本
と
県

内
の
総
抜
去
本
数
の
お
よ
そ
60
㌫
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
似
た

植
物
を
見
か
け
た
と
き
は
、
そ
の
ま

ま
抜
か
ず
に
出
水
保
健
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
衛
生
係

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

出水保健所管内
3,520 本（62％）

その他地域
2,130 本（38％）

↑写真②付け根部分
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春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

平
成
28
年
３
月
１
日
（
火
）
か

ら
３
月
７
日
（
月
）
ま
で
の
一
週

間
に
わ
た
り
、
春
季
全
国
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
予

防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が

　
　
　
　
　
　
　

か
く
れ
ん
ぼ
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９

　
１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

　

火
災
・
救
急
・
救
助
等
の
通

報
は
１
１
９
番
の
緊
急
電
話
に
、

通
常
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
、
東
分
遣
所
の
一
般
加
入
電
話

［（
86
）
０
１
１
９
］
に
お
願
い
し

ま
す
。

　

携
帯
電
話
に
よ
る
１
１
９
番
通

報
は
、
受
信
し
た
消
防
署
か
ら
東

分
遣
所
に
転
送
さ
れ
る
の
で
、
電

話
を
切
ら
ず
に
お
待
ち
く
だ
さ

い
。
携
帯
電
話
に
東
分
遣
所
の
電

話
番
号
を
登
録
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎（
86
）
０
１
１
９

農
業
委
員
会
総
会
日
の
変
更

に
つ
い
て

　

長
島
町
農
業
委
員
会
で
は
毎
月

15
日
を
基
準
日
と
し
て
定
例
総
会

を
開
催
し
、
農
地
法
第
３
条
に
つ

い
て
は
同
日
付
け
で
許
可
書
交

付
。
農
地
法
第
４
条
並
び
に
第
５

条
に
つ
い
て
は
、
同
月
26
日
の
鹿

児
島
県
農
業
会
議
定
例
常
任
会
議

員
会
議
に
諮
問
し
、
同
日
付
け
で

許
可
書
を
交
付
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
28
年
４
月
か
ら

農
業
委
員
会
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
鹿
児
島
県
農
業
会
議
定
例
常

任
会
議
員
会
議
が
毎
月
５
日
に
変

更
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
３
月
の

定
例
総
会
か
ら
毎
月
25
日
に
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
各
種
申
請
書
の
受
付
期

限
は
、
総
会
前
月
の
20
日
ま
で
と

し
て
き
ま
し
た
が
、
３
月
の
定
例

総
会
か
ら
前
月
末
が
受
付
期
限
と

な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
農
業
委
員
会

　

☎
（
88
）
５
６
７
４
［
直
通
］

法
人
県
民
税
（
法
人
税
割
）

の
税
率
の
特
例
適
用
期
間
を

延
長
し
ま
し
た

　

県
で
は
、
法
人
県
民
税
（
法
人

税
割
）
に
つ
い
て
税
率
の
特
例
を

設
け
て
い
ま
す
が
、
各
種
施
策
の

推
進
に
伴
う
財
政
需
要
に
引
き
続

き
対
応
す
る
た
め
、
特
例
の
適
用

期
間
を
5
年
間
延
長
し
ま
し
た
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
対
象
法
人
（
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
法
人
）

・
資
本
金
又
は
出
資
金
が
1
億
円

　

を
超
え
る
法
人

・
法
人
税
割
の
課
税
標
準
と
な
る

　

法
人
税
額
が
、
年
１
０
０
０
万

　

円
を
超
え
る
法
人

・
保
険
業
法
に
定
め
る
相
互
会
社

○
超
過
税
率

　

４
・
０
％
（
標
準
税
率
３
・
２
％
）

○
適
用
期
間

　

平
成
33
年
3
月
31
日
ま
で
の
間

に
終
了
す
る
各
事
業
年
度

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
２
０
１

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
お
得

な
き
っ
ぷ
の
ご
案
内

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
で
は
、
お

得
な
き
っ
ぷ
を
発
売
し
て
い
ま

す
。

○
「
わ
く
わ
く
切
符
」

　

土
日
祝
日
限
定
の
1
日
フ
リ
ー

乗
車
券
。お
れ
ん
じ
鉄
道
区
間（
川

内
駅
～
八
代
駅
）
乗
り
降
り
自
由

で
す
。

・
料
金

　

大
人
２
０
０
０
円
、
小
人
・
65

　

歳
以
上
の
大
人
１
０
０
０
円

※
平
日
は
、
大
人
２
８
８
０
円
、

小
人
１
４
４
０
円

○
「
お
れ
ん
じ
鉄
道
感
謝
デ
ー
」

　

沿
線
市
の
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ

て
、
お
れ
ん
じ
鉄
道
区
間
（
川
内

駅
～
八
代
駅
）
の
ど
こ
ま
で
乗
っ

て
も
1
乗
車
に
つ
き
３
０
０
円

（
小
人
１
０
０
円
）
で
ご
利
用
で

き
ま
す
。

・
予
定
日　

2
月
28
日(

日)

　

八
代
市
（
ひ
な
ぐ
雛
ま
つ
り
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
交
通
政
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
６
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
～
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
ま

し
ょ
う
～

○
今
年
1
月
か
ら
順
次
交
付
が
開

始
さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

必
要
と
す
る
手
続
き
で
は
個
人
番

号
カ
ー
ド
1
枚
で
本
人
確
認
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

○
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い

る
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請

書
に
顔
写
真
を
貼
り
付
け
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
郵
送
す
る
方
法

の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

か
ら
も
申
請
で
き
ま
す
。

○
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
初
回
交
付

は
無
料
で
す
の
で
、
ま
だ
申
請
を

さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、
ぜ
ひ
申

請
し
ま
し
ょ
う
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
し
て
、
分

か
ら
な
い
こ
と
や
聞
き
た
い
こ
と

が
あ
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
問

い
合
わ
せ
の
際
は
、
番
号
を
よ
く

確
認
の
う
え
お
か
け
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
（
95
）
０
１
７
８

鹿
児
島
か
ら
も
っ
と
海
外

へ
！
～
便
利
な
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
～

　

県
で
は
、
鹿
児
島
空
港
の
国
際

定
期
路
線
（
ソ
ウ
ル
線
、上
海
線
、

台
北
線
、
香
港
線
）
を
利
用
す
る

6
人
以
上
の
団
体
や
ビ
ジ
ネ
ス
客

に
対
し
て
渡
航
費
用
の
一
部
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
4
路
線
の
乗
り
継
ぎ
利

用
に
対
し
て
は
、
助
成
額
を
増
額

し
ま
す
。

　

鹿
児
島
空
港
の
国
際
定
期
路
線

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
交
通
政
策
課　

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
５
７

県
営
住
宅
空
き
家
待
ち
順
位
登

録
（
阿
久
根
市
・
出
水
市
分
）

○
物
件

　

県
営
寺
山
団
地
ほ
か
７
団
地

○
申
込
書
の
配
布
・
受
付

　

２
月
１
日
（
月
）
～
22
日
（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

※
土
日
祝
祭
日
を
除
く

○
抽
選
日
時
・
場
所

　

３
月
３
日
（
木
）
午
後
２
時

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

　

４
階
会
議
室

○
申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　

株
式
会
社
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動
産

　

出
水
支
所

　

☎
（
63
）
７
０
５
６

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

お
済
み
で
す
か
？
自
動
車
の

住
所
な
ど
変
更
手
続
き

　

引
越
し
を
し
た
ら
、
自
動
車
の

納
税
通
知
書
が
遅
れ
て
届
い
た
の

で
、
慌
て
た
と
い
う
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

引
越
し
や
結
婚
な
ど
で
住
所
や

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
納
税

通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た

め
に
も
、
次
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
変
更
登
録

　

必
要
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
、

鹿
児
島
運
輸
支
局
、
奄
美
自
動
車

検
査
登
録
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
住
所
や
名
前
の
変
更
届
け
出

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税

課
へ
電
話
や
は
が
き
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
に
よ
る
届

け
出
が
で
き
ま
す
。

　

届
け
出
用
の
は
が
き
は
、
納
税

通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
県
の
各
地
域
振
興
局
・
支
庁
、

各
市
町
村
役
場
に
も
備
え
て
あ
り

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

　

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
９

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

竹崎乙次郎さん 100 歳のお祝い

つまでもお元気でい
　竹﨑乙次郎さん（母良木）が、１月 14 日で
100 歳を迎えられ、町からお祝いが贈られました。
この日は、川添町長と町職員が自宅を訪問し、川
添町長から竹﨑さんにお祝い状と記念品が手渡さ
れました。
　大正 5 年 1 月 14 日生まれの竹﨑さん。ミキノ
夫人（91 歳）と共に、健康で長生きの秘訣を話
され、二人のなれそめなど思い出話に花を咲かせ
ていました。竹﨑さんは「時代の流れとともに、
長島町の生活環境がみるみる整備され良くなって
きている。これからもよりよい長島町を作って
いってほしい」と話していました。
　竹﨑さんが 100 歳を迎えられたことで、本町
在住の 100 歳以上の人は７人となりました。

町内各地で鬼火たき

年の無病息災を願って１
　１月上旬、町内各地で鬼火たきが行われました。
１月７日の午後３時過ぎ、蔵之元下地区の田んぼ
で、竹やスギの木で組まれたやぐらに火が入れら
れ「パンッ！パンッ！」と鳴る竹の燃える音とと
もに、炎は高く燃え上がりました。
　蔵之元下の中野孝康小組合長は「鬼火たきは育
成会が中心となってやってもらっているが、小組
合員 65 世帯ほとんどに参加してもらっている」
と頬を赤らめながら話していました。
　この日は、餅だけでなく、とん汁やぜんざい、
鳥の手羽焼きなどが振舞われ、お年寄りから子ど
もたち皆で今年１年の無病息災を願いながら鬼火
にあたっていました。

　１月 23 日、長島町開発総合センターで、「新
春長島郷土かるた取り大会」が開催され、町内の
小・中学校の児童・生徒１３２人が参加しました。
　この大会では子どもたちが、かるたを通じて郷
土長島への愛を持ってもらおうと、長島郷土にち
なんだかるたが使用されています。
　静まり返った会場で句が詠み始められると、子
どもたちは一瞬の間に目当ての札を探し、素早く
取っていました。
　中学校の部個人戦・団体戦で共に優勝した宮ノ
原萸

ゆ う り
憂哩さん（川床中学校１年）は「なかなか練

習できなくて、最初は緊張したけど、だんだん慣
れてきて楽しくできました」と優勝の感想を話し
ました。　町内の小学 5・6 年生の児童たち 20 人が、12

月 25 日から 28 日までの４日間、東神楽ウインター
スクールに参加しました。
　北海道東神楽町は、本町と同じ花のまちづくり
を推進していて、それが縁で平成 26 年度から児
童たちの交流事業が始まりました。
　木工家具の町として知られている東神楽町で、
児童たちは時計作りや歴史を学び、東神楽町の子
供たちと一緒に雪遊びを楽しみました。ホームス
ティでは各家庭で雪かきやスキー、スケートなど
北海道の生活を体験しました。
　参加した濵島つぐみさん（鷹巣小 6 年）は「私
たちのためにたくさんの人がおもてなしをしてく
ださいました。今回のウィンタースクールで学ん
だことをこれからも生かしていきたいです」と感
想を述べました。
　今年の夏は東神楽町から 25 人の児童が長島町
へ来町する予定です。 ↑真剣なまなざしで競い合う児童

↑タスキをつなぐ選手たち

新春長島郷土かるた取り大会

瞬の手さばきで勝負一

第 48 回平尾校区駅伝競走大会

脚を競い合う健

東神楽ウインタースクール

海道東神楽町と交流事業北

↑ 100 歳を迎えた竹﨑さん（写真中央）とミキノ夫人（写真左）

↑鬼火で餅を焼く子どもたち

↑雪上バナナボートを楽しむ児童たち

　１月７日、平尾校区で第 48 回平尾校区駅伝競
走大会が開催されました。
　この日は、平尾中学校を起点として、中学校周
辺を１周するコース（4 区間 3.7km）と 3 周する
コース（12 区間 10.7km）の２コースが設けられ、
平尾校区の各集落から計 10 チームが参加しまし
た。
　小中学生や保護者、地域の人たちなどで編成さ
れた各チームは、寒風の中で健脚を競い合い、両
コースとも中南チームが優勝しました。

　町内児童生徒の優れた個性を発見・表彰し、心
身ともに健全な児童生徒を地域ぐるみで育むこと
を目的とした長島の子表彰式が 1 月 30 日、長島
町文化ホールで開催されました。
　賞は、奉仕・親切・スポーツ・学芸・読書・創造・
勤労・友情・特別賞の９つがあり、一人ひとりに
賞状とメダルが贈られました。今年は、町内の小
学６年生 101 人と中学生 2 人、各分野で全国大
会に出場した高校生 3 人に各賞が贈られました。
受賞者を代表して伊唐小学校６年の杉山宗一郎さ
んは「親や先生、地域の人に見守られて成長でき
ました。中学校でも周囲の人の気持ちを忘れずに
頑張りたいです」とお礼の言葉を述べました。

↑一人ひとりに賞とメダルが贈られました

長島の子表彰式

れた個性を表彰優
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

10,911 (-10)

平成 28 年 1 月 31 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

（
花
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
）

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,257 ( - 7 )
5,654 ( - 3 )

  4,447 ( - 4 )

　

春
の
長
島
を
花
々
で
飾
る
「
第
６
回

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

本
年
は
、
町
制
施
行
10
周
年
記
念
事

業
と
し
て
開
催
期
間
中
は
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
予
定
で
す
。

○
開
催
期
間

　

平
成
28
年
３
月
20
日
（
日
）

　

～
５
月
５
日
（
木
）　

47
日
間

○
会
場

　

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

※
昨
年
11
月
か
ら
植
栽
を
始
め
、
現
在

も
急
ピ
ッ
チ
で
植
栽
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
暖
冬
、
１
月
の
大
雪
な
ど
あ

り
ま
し
た
が
春
に
は
き
れ
い
な
花
々
が

咲
く
よ
う
に
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

▽
昨
年
末
に
地
元
の
後
輩
か
ら
中

古
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
格

安
で
譲
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

今
シ
ー
ズ
ン
は
雪
山
に
行
く
時
間

も
無
い
こ
と
か
ら
、
タ
イ
ヤ
を
交

換
す
る
こ
と
は
無
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
九
州
地
方
に
大
雪

が
降
る
と
い
う
気
象
情
報
が
22
日

に
入
り
、
タ
イ
ヤ
を
交
換
す
る
か

悩
む
こ
と
に
…
。
悩
ん
だ
結
果
、

忙
し
い
後
輩
に
タ
イ
ヤ
交
換
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
迎
え
た
24
日
の
朝
。

あ
た
り
一
面
の
銀
世
界
に
驚
き
な

が
ら
も
、走
り
出
し
た
瞬
間
、ホ
ッ

と
し
た
安
堵
感
と
、
後
輩
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

大
雪
の
降
り
積
も
っ
た
２
日

間
、
私
の
車
が
大
活
躍
し
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
（
濵
田
将
尚
）

町
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

第
６
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１６３

１１ １２６ ９ １０

１８ １９１３ １４ １６ １７

２５ ２６２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２７ ２８

４３

１５

７ ８

１ ２ ５

4/1 4/2

2/28 2/29

２９ ３０ ３１

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎からだスッキリ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○楠元内科医院 62-8600
○吉井中央病院 62-3111
○しみずこども医院 68-0633
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○宮薗歯科医院 73-3222
□しおかぜ薬局 88-6011
□ポポロ薬局 63-4630
□マリン薬局 63-6678
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○市川医院 63-3151
○来仙医院 84-2005
○いまむらクリニック 73-1700
○白男川歯科医院 63-0009
□第二緑調剤薬局 63-1177
□スマイル薬局 84-2430
□市民調剤薬局 68-0150
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎からだスッキリ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○三慶医院 63-2333
○門松医院 64-6100
○スマイル歯科医院 75-3300
□長島調剤薬局 64-5555
□タカラ調剤薬局 62-8813
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇キッズクリニック 63-7707

□長島町町制施行 10周年記
念式典（長島町文化ホール）

○飯尾医院 88-5040
○恒吉医院 82-0048
○クリニック .なかむら 62-0241
○山田クリニック 72-0420
○こじま歯科医院 63-4618

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

□劇団四季ファミリーミュージカル
「人間になりたがった猫」

（長島町文化ホール）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○平田整形外科クリニック 62-8801
○野田診療所 84-2023
○北国医院 72-0016
○楠元内科医院 ( 歯科 )79-3351
□しおかぜ薬局 88-6011
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□上野薬局 72-1016
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

● 3 月 21 日は春分の日です。
　春分の日は「自然をたたえ、生物をいつくしむ」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！


